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検査室便り
無菌検査室

動物用医薬品の生物学的なコンタミネーションを防
止することが、当室の主な目的です。平成 17 年度か
ら新室長となり、これに２名のフレッシュなメンバー
が加わって、新しいことにチャレンジしようという気
運が高まっています。
主幹業務である、国家検定（各種無菌試験、病理検

査、各種牛細菌ワクチン、BSE 診断薬、ヨーネ病診
断薬、コクシジウムワクチン、他多数）やこれらの技
術的審査などの定型的な業務はむろん、それ以外にも
多彩な仕事を展開しています。まず、コンタミネーショ
ン対策の新たなテーマとして、医薬品原材料等に異常
プリオン蛋白質の混入が無いことを証明する試験法の
開発や、PCR などの遺伝子関連技術を使用した新し
い細菌検査法（マイコプラズマ等）の開発に力を注い
でいます。また、シードロットシステムの導入のため
に、標準品の開発や効率的な検査法の開発を行ってい
ます。
限られた人員で、これら新しい業務にシフトして行

くために、ハード・ソフトの両面から工夫が必要にな
りました。まず、実験室のレイアウトを大幅に変更し
ました。BSL2 区画にリアルタイム PCR やフローサ
イトメーターを移設することにより、これらの機器を
用いた病原体の解析が可能になりました。プリオン実
験室も整備を進めています。また、当室所管の病理室
が、使用者の方々の努力により、よく整理され大変使
いやすくなりました。こうしたハード面の工夫に加え、
動物衛生研究所や産業技術総合研究所等、すぐれた技

術的シーズを有する機関と共同研究を行い、最新の技
術を取り入れることも心懸けています。こうして「フ
ローサイトメトリー」「リアルタイム PCR」「アプタ
マー」「遺伝子組換え」等の中核技術を整備し、各種
業務に柔軟に対応できるよう工夫しています。
これらの技術は、無菌検査室内の業務はもちろんの
こと、他の分野にも応用可能です。今後は他検査室等
の研究業務にも協力・貢献できる、いわゆるオープン
ラボとしての性格を強めて行きたいと考えています。
時代の変化に柔軟に対応する検査室として内外ともに
認められるよう、室員一同努力しています。
皆様と、防疫や研究開発技術についてお話するのを
楽しみにしておりますので、是非当検査室にお立ち寄
り下さい。

（無菌検査室長　能田健）

当室の中核技術

フローサイトメトリー
動物代替法・細胞性免疫評価法の開発

リアルタイムPCR
新しい細菌検査法の開発

アプタマー
核酸でできた抗体様プローブ分子

遺伝子組み換え
新検査法等の開発


